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元
気
に
集
合

町
畜
産
品
評
会

「
モ
ウ
－
、
モ
ウ
ー
」
－
八
月
十
日
、

町
畜
産
品
評
会
が
行
わ
れ
、
会
場
の
江

尾
家
畜
市
場
は
、
元
気
な
牛
の
鳴
き
声

滋
　
　
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

呵
畜
産
品
評
会
は
、
畜
産
振
興
の
一

環
と
し
て
家
畜
の
改
良
、
増
殖
を
推
進

す
る
た
め
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
二
十
八
回
目
。

こ
の
日
は
、
飼
育
農
家
の
手
塩
に
か

け
育
て
あ
げ
ら
れ
た
和
牛
二
十
九
頭
、

乳
牛
三
頭
の
出
品
牛
が
、
体
位
の
優
秀

さ
を
競
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
和
牛

の
部
下
前
誉
文
さ
ん
（
助
沢
）
、
乳
牛

の
部
清
水
要
範
さ
ん
（
吉
原
）
が
一
等

の
首
席
に
選
ば
れ
、
井
上
町
長
か
ら
品

評
会
長
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲
審
査
を
受
け
る
出
品
牛

Soumu
四角形

Soumu
四角形



7月臨時町議会

財産の処分など承認

人事案件など6議案を審議のため、

第7回町議会臨時会は7月28日開かれ、

町長提出の全議案を原案どおり可決、

同意の後、議会推薦にかかる農業委員

会委員の推薦を行い終了しました。

当日の議決内容は次のとおり。

報町府江

旧
慣
使
用
林
野
整
備
に
関
す
る

基
本
方
針
の
設
考

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
、

入
会
林
野
等
に
か
か
る
権
利
関
係

の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
米
沢
財
産
区
（
宮
市

原
地
区
、
下
蚊
屋
地
区
）
及
び
神

奈
川
財
産
区
（
宮
ノ
前
地
区
、
池

の
内
地
区
）
関
係
に
つ
き
、
農
林

業
上
の
利
用
を
増
進
す
る
た
め
、

旧
慣
使
用
林
野
整
備
に
関
す
る
基

本
方
針
を
定
め
る
も
の
。

結
す
る
も
の
。

財
産
の
処
分

中
国
電
力
株
式
会
社
に
お
い
て

計
画
施
工
中
の
俣
野
川
発
電
所
建

設
に
伴
う
諸
施
設
設
置
の
追
加
敷

地
と
し
て
、
中
国
電
力
株
式
会
社

に
土
地
の
売
却
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。町有
地
　
　
　
六
四
七
、
五
〇
平
方
米

財
産
区
有
地二
六
、
三
五
二
、
九
七
平
方
米

計
　
二
七
、
0
0
0
、
四
七
平
方
米

鳥
取
県
造
林
公
社
と
分
収
造
林

契
約
の
締
結

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
、

大
字
江
尾
字
駄
飼
場
ケ
谷
一
、
二

六
八
番
地
ほ
か
六
筆
を
、
鳥
耶
県

造
林
公
社
と
分
収
造
林
契
約
を
締

旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の
使
用

権
廃
止

財
産
区
有
地
の
土
地
処
分
に
よ

り
、
慣
行
に
よ
る
使
用
権
を
廃
止

す
る
も
の
。

町
政
由
重
言
き

※※※
′－－、

七
月
二
十
八
日
開
催
の
町
議
会

臨
時
会
に
お
け
る
町
長
の
行
政
報

告
か
ら
、
そ
の
主
な
も
の
。

同
和
対
策

・
七
月
十
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
部
落

解
放
月
間
が
実
施
さ
れ
、
本
町
に
お
い

て
も
期
間
中
各
行
事
を
実
施
し
、
同
和

問
題
の
正
し
い
認
識
と
、
解
放
推
進
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
和
問
題
は
、
国
民
全
体
が
一
人
一

人
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
多
く
の
研

修
、
実
践
活
動
に
よ
っ
て
認
識
を
高
め

自
分
の
意
識
を
明
ら
か
に
し
、
形
式
で

を
く
、
一
人
一
人
が
こ
の
間
題
を
確
立

す
る
こ
と
が
解
放
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
考
す
る
。
地
域
、
職
域
団
体
ぐ
る
み

で
一
層
こ
の
運
動
を
強
め
た
い
。

・
同
和
対
策
高
等
学
校
等
進
学
奨
励
金

支
給
規
則
に
よ
り
、
六
月
二
十
五
日
奨

学
生
二
十
名
に
対
し
奨
励
金
を
支
給
し

た
。総

　
務

・
七
月
十
四
日
杉
谷
部
落
、
七
月
二
十

五
日
荒
田
部
落
に
お
い
て
行
政
座
談
会

を
開
催
し
た
。
主
と
し
て
地
域
内
の

環
境
対
策
事
業
に
つ
い
て
現
地
を
踏

査
し
、
地
元
の
要
望
意
見
を
聴
き
、
行

政
の
立
場
か
ら
具
体
的
な
話
し
合
い
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
を
踏
ま

え
今
後
に
対
処
し
た
い
と
思
考
す
る
。

・
全
国
統
一
選
挙
と
し
て
行
わ
れ
る
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
七
月
十
日
告

示
、
七
月
十
七
日
投
票
日
と
定
め
ら
れ

た
が
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
十
人
に

対
し
、
立
候
補
者
数
十
人
で
あ
っ
た
た

め
、
七
月
十
一
日
の
選
挙
会
に
お
い
て

無
投
票
確
定
と
な
っ
た
。

（
別
　
掲
）

・
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の

十
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
鳥
取
県
民
運

動
が
展
開
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
、

一
般
の
協
力
を
得
て
街
頭
啓
発
、
町
広

報
車
に
よ
る
町
内
巡
回
啓
発
指
導
な
ど

実
施
し
た
。

交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
常
日
頃

か
ら
種
々
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

梓
に
弱
い
立
場
に
あ
る
児
童
、
老
人
の

事
故
防
止
に
つ
い
て
一
層
心
を
新
た
に

し
安
全
の
点
検
と
指
導
の
万
全
を
期
し
、

交
通
事
故
の
撲
滅
を
図
る
。

十
十
十
十
小
↑

若
年
母
子
懇
談
会
を
開
催

町
　
民

・
六
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
、
本
年

度
第
一
回
目
の
献
血
を
受
け
る
た
め
、

日
赤
献
血
車
い
ず
み
号
で
町
内
を
巡
回

二
四
名
の
献
血
を
得
、
今
年
度
の
目

標
二
〇
七
名
に
対
し
五
五
％
を
達
成
し

㊧

町
長
日
誌

＊
　
7
　
月

1
日
㈱
　
庁
内
会

2
日
㈱
　
助
沢
役
員
来
庁
、
日
野
川

水
系
漁
業
協
同
組
合
と
の

交
渉

3
日
働
　
池
の
内
集
会
所
入
札
、
中

電
防
犯
協
議
会

4
日
㈹
　
中
電
松
谷
社
長
来
庁
、
町

職
域
バ
レ
ー
大
会

5
日
㈲
　
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
（
岸
本
）

6
日
㈲
　
民
生
委
員
会

7
日
㈹
　
臨
時
町
議
会
（
改
選
後
初

議
会
）
、
日
交
米
子
～
大

阪
特
急
バ
ス
開
通
式
（
江

尾
バ
ス
停
留
所
）

8
日
水

9
日
木

1
0
日
也

1
1
日
は

1
3
日
㈲

1
4
日
0
0

15増00

1
7
日
働

観
光
協
会
総
会
（
島
根
）

県
建
設
業
会
主
催
浜
本
博

氏
受
章
祝
賀
会
出
席
（
米
子
）

西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

町
商
工
会
役
員
来
庁
、
農

林
関
係
入
札
、
神
奈
川
通

勤
会
（
島
根
）

川
崎
仁
・
浜
本
博
氏
の
叙

勲
受
章
祝
賀
会
（
土
井
之

内
会
館
）

町
同
和
推
進
協
商
含
轡
笥

杉
谷
行
政
座
談
会

山
根
中
国
四
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
（
山
口
）
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報丁田府江

亀

∇
八
日
十
六
日
で
任
期
満
了
と
そ

る
同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
後

下
着
入
校
が
還
　
聖
縞
鴇
さ
ん
（
宗
“
ハ

∇
八
目
六
日
で
任
期
満
了
と
在
る

収
入
役
に
下
村
武
美
さ
ん
（
52
歳

佐
川
）
を
選
任
。

下
村
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年
収

入
役
に
就
任
以
来
今
期
が
四
期
日
。

∇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

（
議
会
推
薦
に
係
る
学
識
経
験
者
）

景
山
幸
夫
さ
ん
　
宮
　
市

影
山
文
夫
さ
ん
・
洲
河
崎

長
尾
顕
次
さ
ん
　
小
江
尾

田
中
順
一
さ
ん
　
柿
　
原

新
会
長
に
清
水
明
さ
ん

1

6
人
の
農
業
委
員
き
ま
る

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
き

ま
り
ま
し
た
。

三
か
年
の
任
期
が
満
了
す
る
た

め
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
投
票
日

を
七
月
十
七
日
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
立
候
補
者
が
定
数
の
十
人

で
あ
っ
た
た
め
無
投
票
確
立
と
在

り
、
農
業
団
体
及
び
議
会
が
推
薦

し
町
長
が
選
任
す
る
委
員
を
加
え
、

次
の
十
六
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

当
選
決
定
の
新
委
員

道
下
柴
⊥
江
尾
）
　
晴
水
明

（
佐
川
）
　
西
村
一
男
（
江
尾
）

小
椋
福
治
⊥
下
蚊
屈
）
　
小
椋

郁
夫
（
御
机
）
　
加
藤
燕
（
杉

谷
）
　
加
藤
克
己
（
武
庫
）

藤
原
理
行
（
俣
野
）
　
坂
口
理

郎
（
俣
野
）
　
神
庭
勲
（
大
河

原
）

選
任
に
よ
る
委
員

・
農
業
同
体
の
推
帝
に
係
る
新
委
員

川
上
芳
房
（
美
用
）
　
中
租

税
矩
夫
（
吉
原
）

・
議
会
の
推
帝
に
係
る
新
委
員

田
中
順
一
（
柵
原
）
　
長
尾

顕
次
（
小
江
尾
）
　
景
山
幸
夫

（
宮
市
）
　
影
山
文
夫
（
洲
河

崎
）

ま
た
、
八
月
七
日
に
は
じ
め
て

の
委
員
会
が
開
か
れ
、
会
長
、
職
務

代
理
及
び
各
部
長
が
次
の
と
お
り

互
選
さ
れ
ま
し
た
。

町
農
業
委
員
会
長
浦
水
　
　
明

会
長
職
務
代
理
　
中
祖
規
矩
夫

農
政
部
長
　
　
　
加
藤
　
克
己

農
地
部
長
　
　
　
川
上
　
芳
房

た
。
み
を
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
目
標
達
成
の
た
め
今
後
も

引
続
き
こ
の
事
業
を
推
進
し
た
い
。

・
毎
年
夏
休
み
に
開
い
て
い
る
若
年
母

子
懇
談
会
を
、
本
年
も
七
月
二
十
六
日

国
民
宿
舎
甘
酒
茶
屋
で
開
催
、
相
談
役

と
し
て
、
町
長
、
町
民
生
委
員
協
議
会

の
母
子
対
策
部
貝
が
出
席
し
、
当
日
出

席
し
た
七
名
の
母
子
家
庭
の
日
常
生
活

の
問
題
を
ど
具
体
的
な
相
談
に
応
じ
た
。

一
家
の
柱
を
失
い
、
子
供
や
お
年
寄

を
抱
え
る
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
の
幸

せ
の
た
め
に
、
今
後
も
定
期
的
に
続
け

た
い
。

教
　
育

・
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

の
三
日
間
、
町
内
四
小
学
校
の
五
年
生

四
十
六
名
が
参
加
し
、
本
町
と
姉
妹
町

の
盟
約
を
結
ん
で
い
る
西
ノ
島
町
で
臨

海
学
校
交
流
会
が
開
か
れ
、
海
と
山
の

子
供
た
ち
の
親
善
交
流
と
生
涯
に
残
る▲炎天下で、懸命に白球を追う選手たち

⑳

極
め
て
意
義
あ
る
姉
妹
町
交
流
が
な
さ

れ
た
。
姉
妹
町
盟
約
の
効
果
の
表
れ
と

し
て
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
す
る
。

・
七
月
十
五
日
日
輪
闇
に
お
い
て
、
各

関
係
機
関
、
同
体
の
代
表
者
六
十
八
名

が
出
席
し
、
本
年
度
の
青
少
年
育
成
町

民
会
議
総
会
を
開
催
、
青
少
年
の
健
全

育
成
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

た
。
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は

七
月
十
二
日
溝
口
町
で
開
催
の
郡
青

年
大
会
で
、
本
町
青
年
団
が
総
合
得
点

で
二
連
膠
。

七
月
十
九
日
江
府
町
を
会
場
と
し
て

開
催
の
郡
民
体
育
大
会
で
、
本
町
は
大

差
で
総
合
優
勝
。

七
月
二
十
一
日
本
町
で
開
催
の
恒
例

の
山
陰
少
年
庭
球
選
手
権
大
会
で
、
本

町
は
小
学
校
男
子
、
中
学
校
男
女
優
勝
。

七
日
二
十
六
日
米
子
市
で
開
催
の
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
、
江
府
中
が

庭
球
に
男
女
優
勝
、
陸
上
百
米
で
高
山

君
が
優
勝
。
　
を
ど
。

各
方
面
で
の
本
町
選
手
諸
君
の
活
躍

を
大
い
に
諾
え
る
も
の
で
あ
る
。

保
　
健

六
月
下
旬
か
ら
成
人
病
検
診
を
実
施

中
で
あ
る
が
、
対
象
者
一
、
四
六
七
人

に
対
し
、
現
在
一
、
〇
一
二
人
が
受
診

を
受
け
、
受
診
率
六
九
％
の
実
績
を
得

て
い
る
。
町
民
の
健
康
管
理
に
は
意
を

注
い
で
お
り
、
一
〇
〇
％
を
目
標
と
し

て
努
力
し
、
町
民
の
健
康
増
進
と
福
祉

の
向
上
を
図
り
た
い
。

18
日
州

1
9
日
㈲

2
0
日
㈲

2
1
日
㈹

2
2
日
㈱

2
3
日
㈱

2
4
日
㈲

町
農
業
委
員
当
選
あ
い
さ
つ

日
野
郡
民
体
育
大
会
（
江

府
町
）
鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
増
改

築
し
ゅ
ん
工
式

第
三
十
三
回
山
陰
少
年
軟

式
庭
球
選
手
権
大
会
（
江

府
町
）
在
勤
監
査
委
員
会

在
勤

2
5
日
川
池
の
内
集
会
所
新
築
工
事

起
工
式
、
荒
田
行
政
座
談

会26
日
㈱
若
年
母
子
と
の
懇
談
会

2
7
日
㈲
商
工
会
役
員
来
庁

28
日
㈹
臨
時
町
議
会

2
9
日
㈹
十
七
夜
実
行
委
員
会
、
神

奈
川
発
電
委
員
会

3
0
日
㈲
郡
社
数
総
会
（
江
府
町
）

3
1
日
働
‖
ハ
田
後
河
原
橋
し
ゅ
ん
工
式

・
柿
原
、
肋
沢
部
落
か
ら
水
道
新
設
の

申
し
入
れ
を
受
け
、
現
在
水
源
調
査
と

見
積
概
算
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

安
心
し
て
飲
め
る
水
の
確
保
は
近
代

行
政
の
基
本
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
文
化

的
作
民
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。
本
町
で
は
、
従
来
か
ら
水
道
の
全
町

普
及
を
目
ぎ
し
事
業
を
推
進
し
て
お
り

既
設
の
も
の
の
改
良
も
含
め
、
早
急
に

計
画
実
現
を
期
し
た
い
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

盛り上げよう江尾十七夜

（行事日程）

8月16日‘

・時代行列　　　午後4時　　i＿1二擢街内

・汀草城太虚　午鍵5時　　街内流し打ち

・・衰大山踊り　午後7時30分　街丙踊り流し

・旗火　　　　午後3時　　久連山

・火文字　　　午後8時　　久連山

・山車展示　　午後5時開展　久連山

・郡上締り　　　午後9時　　駅前広場

8月17日

・少年相撲大会　午後2時　　江鄭如上

・仁輪加　　　午後7時30分　衝内行進

・十七夜踊り　　午後9時　　上之段広場

・旗火　　　　午後2時　　久連山

・花火　　．午後8時30分　久連山

・十七夜火文字　午後8時点灯　久連山

・山車展示　　　前夜祭に引き続き

・江美城太鼓　午後7時　　街内流し打ち

・荒神神楽　　　午後9時30分　駅前広場

400年以上にわたる歴史と伝統を受け

継ぐ5工尾十七夜が、今年も盛大に実施され

ます。

各種目について各部落、団体、個人をと

わず多数参加ください。

▲昨年も上之段広場で盛大に行われた十七夜踊り

8月17日　臨時駐車場

・江府中学校駐車場

・江尾駅構内（自転車置場から東側）

・江府農協自動車整備工場広場

・川上実氏敷地広場（元俣野川発
電所建設所）

8月17日　日ノ丸パスの運行

日光線（吉原行き）

′ト江尾入口発　　23時

米沢線（御机行き）

農協米倉庫発　23時30分

俣野線（尾上原行き）

白石石油スタンド発　23時30分

8月16日

8月17日

区　 別 区　　　　　　 間 睨削時間

車両通行止

・江尾本明通 り （不一→L 交差．・烹～‾本

18時40分 から四森田京美宅前）

●　　田’1
・給食センタ－前～西門坂通り
・俣野川発電所建設所一洲河価守（叫

23暗30分 まで
18時40分から

通久遠洲河暗線） 22時 まで

車両駐停車

禁止

・凶道181号婦中耐芳道宅レN 上尾から）全面規制済
中甲機 材戸斤前（本一）までの区間路 1二

町道久連橋上から俣野川発電所建言好斤
18時40分から

22晴 まで
・県道江府中祁用瀬線の久連橋口から 税幕捕
江府町給食センター前までの区間路上 7 膳から21睦

車両一方通行
：滞 都 連嵐 左 隅醜 方 17H

z3時30分から
18日
0円ま30ノ井童で面行）

＝
江
尾
十
七
夜
の
道
路
交
通
規
制
＝

八
月
十
七
円
（
十
七
夜
）
、
八
月
十
六
日
（
前

夜
祭
）
次
の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

Soumu
楕円

Soumu
四角形
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▲暑い日ざしの中、奮闘する選手たち

・亡だ：：：：

全
国
戦
没
者
追
悼
式

正
午
に
は
黙
と
う
を

⑳

全
員
汗
だ
く

貝
田
地
区
運
動
会

日
田
地
区
の
運
動
会
が
こ
の
ほ
ど
行

わ
れ
、
健
康
作
り
と
共
に
部
落
内
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

運
動
会
に
は
、
二
百
人
が
参
加
し
て

入
場
行
進
、
水
入
れ
、
六
種
目
リ
レ
ー

を
ど
八
種
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場

は
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
全
員
汗
だ

く
。
掛
け
声
を
出
し
、
一
日
中
元
気
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

清
掃
奉
仕
で
快
い
汗

柿
原
老
人
ク
ラ
ブ

相
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
の
ほ
ど

柵
原
地
区
の
峠
に
あ
る
観
音
さ
ん
の
清

掃
奉
仕
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
の
消

掃
に
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
二
十
人
が
ク
ワ

や
カ
マ
を
片
手
に
参
加
し
、
草
取
り
、

周
囲
に
繁
る
枝
の
せ
ん
走
を
行
い
ま
し

た
。奥
田
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
部
落
内

の
消
掃
を
や
り
、
き
れ
い
で
明
る
い
村

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

安
全
ベ
ル
ト
を

着
用
し
よ
う

八
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
全
国

一
斉
に
安
全
ベ
ル
ト
の
着
用
推
進

運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
交

通
事
故
に
よ
る
被
害
の
防
止
と
軽

減
に
役
立
ち
ま
す
。

安
全
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る

と
衝
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
や
車
外
に

体
が
投
げ
出
さ
れ
る
の
を
防
ぎ
、

命
を
取
り
と
め
た
実
例
が
あ
り
ま

す
。
運
転
者
も
同
乗
者
も
必
ず
着

用
し
て
、
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

－
人
権
相
談
所
開
設
－

（
秘
密
厳
守
、
無
料
）

日
　
時
　
　
八
月
二
十
七
日
㈱

午
前
九
時
か
ら
午
後
〇
時

場
　
所
　
　
江
府
町
役
場

担
当
者
　
　
鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

総
務
課
長
　
　
朝
田
久
義

人
権
擁
護
委
員
　
　
上
原
招
臣

安
江
久
夫

福祉年金の所得制限

福祉年金は本人・配偶者・扶養義務者

ト
清
掃
奉
仕
菅
す
る
柄
原
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

三三三童

に、一定の所得があるとき、又は本人が

他の公的年金を受けていて、次の制限額

をこえるような時は、支給されないこと

になります。

今回この制限額の改正が次表のように

行われましたが、特色として、老齢福祉

年金の年金鰍は扶養義務者等の所得の多

寡によって二本建となっていますからご

注意下さい。

本人の所得限度額

＼ 、彗 警 ：竺
0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人

老　　　 齢 1 、08 6 ．00 0 1 ，4 36 ．0 00 1 ，72 6 ．00 0 2 ，0 16 ，0 00 2 ，30 6 ，00 0 2 ，596 ．0 00

障　　　 害 1 ，66 0 ．00 0 1 ．950 ，0 00 2 ，24 0 ，00 0 2 ．53 0 ．0 00 2 ，8 20 ．00 0 3 ．110 ．0 00

母　　　 子 2 ，14 8 ，00 0 2 ．4 38 ．0 00 2 ，72 8 ，00 0 3 ．0 18 ，0 00 3 ，30 8 ．00 0 3 ．598 ，0 00

配偶者、扶養義務者等の所得限度額

扶粟親族の敷 0 人 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人

全 額 停 止 と

在 る基 準
5 ，73 3 ，0 00 5 ．9 82 ，0 00 6 ．19 5 ，0 00 6 ．40 8 ．0 00 6 ．62 1 ，0 0 0 6 ．8 34 ．0 00

瀬 の 一 部 が 停

止 と な る基 準
3 ，24 9 ，0 00 3 ，4 98 ．0 00 3 ．7 11 ，0 00 3 、92 4 ．0 00 4 、13 7 ，0 00 4 ．3 50 ．0 00

Soumu
四角形
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四角形
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牽
才
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∴
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二
二

江　　府　　町　　報

ふるさと歳時記⑮

郷
土
の
近
世
生
活
資
料

徴
兵
忌
避
の
養
子
縁
組

右
掲
の
文
書
は
明
治
十
五
年
、
濁
谷
村

（
現
日
野
町
）
　
の
老
夫
婦
が
本
町
内
某
家

の
二
男
と
養
子
緑
組
に
降
し
、
養
子
の
父

に
差
入
れ
た
約
定
書
で
あ
る
。

内
容
は
　
「
養
子
を
貰
受
け
る
条
件
と
し

て
①
救
助
米
を
旧
歴
の
月
々
玄
米
壱
斗
宛

②
塩
代
、
古
着
代
と
し
て
年
々
三
十
銭

③
村
役
場
か
ら
の
懸
り
（
租
税
）
一
切

を
、
養
子
の
実
家
か
ら
下
さ
る
こ
と
。

④
老
夫
婦
病
気
の
際
の
介
抱
は
も
ち
論
、

死
後
の
仏
事
も
同
様
取
計
っ
て
下
さ
る
こ

と
」
と
し
、
保
証
人
連
署
、
印
紙
貼
布
の

手
続
き
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
内
容
に
よ
っ
て
奇
異
に
思
わ
れ
る

の
は
、
普
通
で
あ
れ
ば
前
号
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
養
子
を
迎
え
る
場
合
、
養
家
の

財
産
踏
襲
、
あ
る
い
は
途
中
の
分
与
な
ど

を
条
件
と
す
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
こ

で
は
逆
に
養
子
の
実
家
か
ら
老
夫
婦
の
生

活
保
障
、
死
後
の
弔
い
ま
で
約
束
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
何
の
た
め
の
養
子
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
謎
は
、
約
定
を
行
っ
た
明
治
十

五
年
と
い
う
時
代
背
景
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

兵
隊
検
査
と
宮
こ
も
り

わ
が
国
に
徴
兵
令
が
布
か
れ
た
の
は
明

治
六
年
一
目
十
日
の
こ
と
で
あ
る
　
「
全
国

の
男
子
十
七
歳
よ
り
四
十
歳
迄
の
老
悉
く

兵
籍
に
載
せ
置
」
き
、
二
十
歳
に
を
る
と

徴
兵
検
査
を
受
け
さ
せ
、
合
格
者
の
中
か

ら
く
じ
で
三
年
の
兵
役
服
務
者
を
決
定
し

た
。薄
制
時
代
ま
で
世
襲
で
あ
っ
た
士
分
へ

の
取
立
て
が
百
姓
、
町
民
に
ま
で
行
わ
れ

る
こ
と
を
歓
迎
す
る
者
が
あ
る
代
り
、
刀

や
鉄
砲
を
手
に
し
た
こ
と
の
を
い
庶
民
が
、

貧
し
い
暮
し
の
中
の
労
働
力
を
召
し
あ
げ

ら
れ
、
戦
争
の
要
員
と
を
る
こ
と
を
強
制

さ
れ
る
と
し
て
、
徴
兵
を
忌
避
す
る
思
想

が
高
ま
っ
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。

た
め
に
前
記
の
抽
せ
ん
で
兵
役
を
免
れ

る
こ
と
を
「
く
じ
の
が
れ
」
と
呼
び
、
体

格
の
良
い
子
弟
を
持
っ
た
家
で
は
氏
神
に

参
籠
し
て
　
「
兵
隊
検
査
に
合
格
し
を
い
よ

う
」
・
「
甲
種
合
格
と
な
っ
た
ら
、
く
じ

に
外
れ
る
よ
う
」
と
祈
願
す
る
一
方
、
徴

兵
令
と
同
時
に
布
告
さ
れ
た
　
「
徴
兵
令
免

役
規
定
」
を
最
大
限
に
生
か
す
知
恵
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
　
（
以
下
次
号
）

（
7
月

紺
㌍
ろ
用
）
銅
郁
大
田
区
か
ら

鍼
実
根
用
）
糾
机
㌍
上
郡
か
ら

届
）

児
山
　
隆
郎

浦
部
　
憲
恵

米
子
市
彦
名
町

洲
河
崎
か
ら

き

臼
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

閃
木
悶
）
絹
調
律

師
錮
銅
絹
）
㍍
㌍
淫
区
か
ら

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

武
　
庫
　
加
藤
　
沙
織
　
健
二
　
長
女

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

七
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

東
京
都
　
砂
口
睦
美
殿

（
父
虎
二
様
ご
逝
去
）

佐
川
　
　
住
田
武
雄
殿

内
祝
と
し
て

池
の
内
　
木
山
洋
志
殿
（
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
奥
田
政
則
殿
（
本
人
様
退
院
）

新
一
岩
崎
節
夫
殿
（
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
小
峯
　
慕
殿
（
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
南
波
金
寿
殿
（
本
人
様
退
院
）

富
　
市
　
森
　
忠
雄
殿
（
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
佐
一
殿
（
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
河
合
　
忍
殿
（
本
人
様
退
院
）

本佐吉

正川原

砂
口
虎
二

住
田
る
り
子

晶
丁
前
松
美

盛
騨

482379

歳歳歳

茂武虎
美雄二
宅宅宅

本
五

（
二
女
る
り
子
様
ご
逝
去
）

中
前
茂
美
殿

（
父
松
美
様
ご
逝
去
）

柿
　
原

助
　
沢

下
蚊
屋

富
　
市

富
　
市

本
　
四⑳

奥
田
恒
春
殿
（
本
人
様
退
院
）

川
上
　
酒
殿
（
本
人
様
退
院
）

越
峠
姦
通
殿
三
女
歩
美
様
退
院
〉

河
上
　
収
殿
（
本
人
様
退
院
）

原
田
節
美
殿
（
本
人
様
退
院
）

江
本
房
枝
殿
（
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
拓
也
殿
（
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
伊
達
寿
美
殿
（
本
人
様
退
院
）

半
の
上
　
徳
岡
　
茂
殿
（
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
玲
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
末
次
　
膵
殿
（
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
清
治
殿
（
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

‥
＝
‥
・
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
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